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本研究 は、 これ までのパ ーソナ リティ重視、特 定の歌集 を中心の資料 とした和歌表現 の研究方法 を見

直 し、和歌表現 における新たな史的研究 の可能性 を提示す る。その ことに より、和歌表現 の史的変遷 を、

語学 的手法 を用 い、 レ トリックの変遷か ら解 明す る ことを 目的 とした もので あ る。本研究 で は、 レ ト

リックの中で も特 に歌語 ・枕詞 に着 目 して考察す る。

これ までの歌語研究 ・枕詞研究 において は、歌語 ・枕詞 の語義や出 自を明 らかに した り、勅撰集や万

葉歌人 にお ける和歌表現 を明 らか に した りす る限定的 ・個別的 な研究が中心になされて きた。 しか し、

本研究 にお いて は、特 定の資料や個人 のパー ソナ リテ ィな どに依拠 しない、 これまで とは違 った新たな

語学 的手法 によって、和歌表現 の史 的変遷 の解明 を目指 す。

序章 和歌表現史の研 究 と方法

まず本章 において、和歌表現史研究 の目的 と方法につ いて論 じる。第1節 では、本研究が 目指す 「和

歌表現史」 とい うこ とにっいて説明 する。第2節 では和歌 におけるレ トリック研究 の流 れを概観 し、問

題点 を指摘す る。第3節 では、本研 究の方法 と意義 につ いて、前節で明 らかに された問題 にっ いて解 決

方法 を示 しなが ら、本研究で明 らか に しよう とす る 「和歌表現史」の意義を主張 す る。 そ して第4節 で

は、具体的 に明 らかにす るための方法 につ いて論 じる。

第1節 和歌表現史 について

本研究で は、和歌表現 に特徴的で ある、縁語 ・掛詞 ・枕詞 の レ トリックについて、次 のよ うな諸点 を
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明らかにすることを目的とし、それ らを総合 して得 られた和歌の表現的特徴 と変遷を合せて 「和歌表現

史」 とする。

第一に歌語を中心とした表現(縁 語 ・掛詞)の 史的変遷を明らかにする。それには奈良時代から鎌倉

時代までにおける表現実態を明 らかにし、歌語を中心 とした和歌表現の実態を明 らかにすることが求め

られる。さらに歌語を中心 とする縁語 ・掛詞の表出原理を解明することが必要 と考えられる。

第二に枕詞を中心 とした表現の史的変遷を明 らかにする。それには奈良時代か ら鎌倉時代 までにおけ

る枕詞の表現実態を明らかにし、枕詞の用法拡大の実態を捉え、和歌表現における枕詞の位置を明 らか

にする必要性があると考える。

第2節 和歌におけるレトリック研究の流れと問題の所在

和歌におけるレトリックについて文学的視点か らの研究は多方面から行われてお り、その先行研究は

膨大な数にのぼるが、 ここでは特に、本論文で焦点があてられる 「歌語」 と 「枕詞」の二者について、

問題点を示す。歌語の先行研究の流れか ら指摘 した問題点はおおよそ以下のような三点である。

① 各研究が個別的になっており、特定の語の意味やその変遷を明 らかにしようとするものによって

占められている。

② 文学的考察には歌語を体系的に捉えるという観点がみられない。

③ 語学的考察においては、散文 と比較することによって 「歌語」を指摘することに重点が置かれ、

「歌 ことば」 としての表現性を明 らかにするに至っていない。

文学的考察では歌語 ・歌ことばの史的変遷を貫 く大 きな枠組みが見 られない。 また、歌語の和歌におけ

る表現性についての分析は、精緻であるが、体系的であるとはいいがたい。語学的考察では、日本語の

語彙史のなかに歌語を位置付けることが可能であるが、歌語を歌ことば として捉えていない。文学的、

語学的考察は相互補完されるべきであり、歌語 ・歌 ことば研究を新 しい方法 と観点によって捉えてゆ く

必要があると考える。

次に、枕詞の先行研究でみられた問題 は次のような点である。

① 従来、枕詞研究は枕詞のみが分析対象 とな り、枕詞の使用が和歌表現に対 して どのような意味を

持つか十分に論 じられてこなかった。

② 枕詞を他のレトリックとの関わ りで捉えるなど、相互関連的に捉える方途が欠如 し、枕詞の用法

の変化に伴 う新 しい枕詞の生成などの考察が遅れた。

③ 上代から中古への史的変遷のみに焦点があた り、それ以降を考慮 して考察 したものは殆 ど見 られ

ない。

枕詞研究では、枕詞そのものに考察の焦点が当てられる傾向があ り、一首の表現 との関わ りにおいて捉

えることが不十分であった。また、枕詞の史的変遷を捉え、枕詞の発生 ・発展基盤を捉える方途が示さ

れていない。枕詞研究においても新しい方法 と観点によって捉えてゆ く必要があると考える。

第3節 研究の意義と方法

ここでは、本研究で行 う語学的手法の理論的背景を示し、語学的手法の有効性を主張 した。和歌のレ

トリックを歌語のみや掛詞のみといった単体の表現 として捉えるのではなく、レトリックによる複合体

の表現 として和歌表現を捉え、分析する、つまりレトリック和歌表現を相互関連的に把握するという方

途は、歌語 と枕詞の先行研究にも示 されなかった。そこで本研究では、和歌表現の史的変遷を捉えるた

めに、これまでとは異なった視点からの新たな語学的アプローチが必要であると考え、 このような手法
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によって和歌表現の史的変遷を捉えることが、 これまで限定的であった和歌表現へのアプローチの方法

を広げ、和歌表現を多角的に追究することを可能にすると主張 した。

第4節 方法論

ここでは、新たな語学的手法によって椙互関連的分析 を行い、和歌表現の史的変遷を明 らかにする具

体的方法を示した。 ここで示される方法によってこれまで相互関連的にとらえることが難 しかった和歌

表現の史的展開が解明されると考える。

まず第一部において和歌表現を論 じる際に用いる語の概念領域 という視点について具体的に説明 し、

この方法の有効性を示 した。

歌語を中心として共起する一連の語彙の一部は、縁語や掛詞のレトリックとして用いられる傾向があ

る。そこで和歌の中心 となる語(歌 語)が どのような語 と共起 しているかを調べ、共起する語の現れる

意味を 《人》域 ・《場》域 ・《属性》域の三つの領域に分 け、ある時代における語の共起関係を明らかに

する。そのことによって、歌語のもつ意味的(概 念)ネ ットワークを明 らかにし、その変遷をた どる。

このネットワークの広が りを概念領域 と呼び、 この概念領域の広が り方 とその変遷を分析することでレ

トリックの変遷か らみた和歌表現の史的展開を明 らかにすることが可能 となる。

また、第二部において枕詞の変遷か ら和歌表現の史的展開を追究するために、枕詞の定義を確認 した。

その上で、枕詞の変遷を捉えるために被枕詞に着目し、枕詞が和歌の表現に組み込まれる様相を明らか

にする必要性を主張 した。

被枕詞は上代の枕詞のような初原的なものであっても、歌の主想に直接的に関与 し、一首の表現に関

与 している。また中古以降の和歌においてはいうまでもな く、枕詞 と被枕詞の双方が歌の主想に関与す

ることが多 くなって くる。また、第二部で詳 しく考察することになるが、枕詞は中古以降になると被枕

詞の種類を増や し、用法を広げることがある。そこで、枕詞の分析には被枕詞からみた用法の広が りを

検討してゆ くのが有効であると考え、被枕詞に着目する方法で、史的変遷から見た和歌表現史を検討す

ることとした。

第一部 概念領域と和歌表現史

第一部では、上代は 『万葉集』、中古以降は私家集を主な資料 とし、歌語を中心 とする語の概念領域か

ら見た和歌表現の史的変遷を明らかにした。

和歌がさまざまなレトリックを駆使 した韻文であることをふまえると、レトリックに着目した和歌の

史的展開を描 くことも可能であるといえることは序章で指摘 した。 しか しながら和歌のレ トリック展開

については未だ具体的、体系的にとらえられておらず、言語研究の視点から和歌のレトリックの展開、

すなわち和歌表現史を明 らかにしてい く必要があるといえる。

第一章 「衣」の概念領 域 と和歌表現史

本 章では、概念領域 の視 点か ら 「藤衣」 「夏衣」 「唐衣」 における 「衣」の和歌表現の史的変遷を明 ら

か にした。

「藤衣」は上代か ら見 え る語 で あ る。 「藤衣」 は概念領 域で は 《人》域 に多 く語が 見 られ た。 それ は

「喪 」の周辺か ら発生す る心情 を喚起 させ る語で あったか らと考 え られ る。 しか し平安初 中期では美 し

い衣の ことを指す場合 もあった。 また 「藤 ぎぬ」は散文 に多 く見 られ、 「藤 ごろも」は和歌 に多 く見 られ

る ことか ら、使 い分 けが あった と考 え られ る。院政鎌倉 期 には概念領域 に新 しい語 が見 られ る ことか
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ら、新 しい表現が生 まれ、歌 に詠 み こまれていた と考 え られ る。 また鎌倉 中後期 にな ると、《場 》域 の語

が多 くな ることか ら、叙景 を用 いて、歌か ら得 られ る叙情性 を表現 す るようになった と考 えられ る。

「夏 衣」は平安時代 に入ってか ら見 られ る語であ る。 「夏 ぎぬ」「夏 ごろも」の読みが散文、和歌双方 に

み られた。 これは漢詩か ら受容 された語 と考 え られた。その概念領域 も 《場》域の語が多 く見 られ る傾

向があ り、和歌の表現 も、夏 とい う季節 の美 しさや風の涼 しさな ど漢詩 に見 られ るような ものであった。

「唐 衣」は 「唐 ぎぬ」は散文、 「唐 ごろも」は和歌 とい うように使 い分 けが見 られた。 「唐衣」のニュア

ンスは 「上 等で美 しい衣装」 とい うもので、 この衣装 に対す るあ こがれは概念領域 の 《人》域 にみ られ

た語の多 さか ら明 らか となった。 「唐衣」 は概念領域 では、平安初 中期 に交差域 に多 く見 られ る ことか

ら、掛詞の用法 が発達 して いた こ とを示 す。院政鎌倉初 期では 《人》域 と 《属性》域 の交差域が拡張 し

ていた。 ここか ら、「唐衣」が レ トリックで多 く使用 され続 けてい ることが分か った。鎌倉 中後期 になる

と 《場》域 と 《属性》域 の交差域が広が って いるこ とか ら、和歌表現 は情景 を歌 うものに変化 して いる

こ とが明 らか となった。

第二章 「竹」の概念領域 と和歌表現史

本章 では、概念領域か ら見 た 「竹」 を中心 とした和歌表現 の史的展開 を明 らかに した。

上代 の 「竹」の概念領域 は、交差部位 に位置す る共起語彙が見 られ ない こ とが特筆 され る。 それ は、

「竹 」歌が実景 に即 した直接 的な表現 となっていた ことを示 す。 また平安初 中期 では、概念 の交差域 に

語が現 れて くるよ うにな る。それは、「竹」歌 に掛 詞が使用 され るよ うになった ことを示す。 その こ とに

よ り、「竹 」歌 には複 数の文脈が生 じ、心情 と叙 景 との両方を表現で きるようになった。 また院政鎌倉初

期で は、 「竹」 の概念領 域の 《場》域 に属す る語 が増加 しつっ あ り、平安初 中期 に比べ、《人》域の概念

が減 少 し、《人》 と 《場》の交差域 の概念が増 えていた。つ ま り 「竹」歌 は情景描写 を中心 にして、歌 に

心情 を込 めるよ うに変化 した と考 えられ る。そ して鎌倉 中後期で は、《人》域 の語が減少 し、《場 》域 の

語が最 も増 えるこ とか ら、「竹」歌は直接 的な心情表現で はな く、心情 を余情 として醸 し出す表現が多 く

な ることが明 らか となった。

第三章 「霧」の概念領域 と和歌表現史

本章では、「霧」を中心とした概念領域から見た和歌表現の史的展開を明らかにした。

「霧」は 《人》域 と 《場》域に偏る傾向だった上代か ら、各交差域に語が位置するようになる平安初中

期、新 しい語が概念領域にみられた院政鎌倉初期、そして 《場》域の語が多 くなった鎌倉中後期 と、概

念領域が変化 している。この変化は、和歌表現が上代の直接的描写から平安初中期の情景 と心情の二面

を表す表現に変化し、院政鎌倉初期には新 しい表現が 「霧」 とともに詠みこまれ、鎌倉中後期には情景

を詠みながら一首全体を心象化 し、歌の余情を醸 し出す表現へ変化するということである。

第二部 枕詞のレトリックと和歌表現史

第二部では枕詞の変遷から、和歌表現の史的変遷を明らかにした。枕詞は一般的には固定的であり、

平安時代以降、衰退 ・形骸化するとされている。 しか し実際は、枕詞は時代の要請にあわせ、一首の表

現に適合するよう、その用法を変化、拡大させていく。その一方法 として歌の主想に直接的に関与する

被枕詞を交換 ・共有し、表現を多様化 させ るというもの、また、縁語の共起によって新 しい枕詞をつ く

るという方法をとる場合 もある。このような用法の発展が和歌表現の史的変遷 と密接に関わっているこ

とを明 らかにした。
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第四章 「春」 と 「霞」 にお ける枕 詞の レ トリックと和歌表現史

本章で は 「春」 と 「霞」 を構成 要素 とす る一句が枕詞の用 法へ変化 する時期 を明 らかに し、枕詞 とし

ての用法 の広が りとその変遷 を被枕詞 に着 目して考察 した。

枕詞 「春霞」 「朝霞」 は平安時代 に入 ると被枕詞 として 「たつ」 を導 くよ うにな る。 「霞立つ」 とい う

表現 は上代 か らみ られ るが、「たつ」が被枕詞 として枕詞 に導かれ るよ うにな るのは、平安時代 に入 って

か らで ある。それは、「霞」との意味的な繋が りが平安時代初 中期 に強 くなったためだ と考 え られ る。院

政期 ・鎌倉 時代 になる と被枕詞が増加 す るだけで な く、枕詞 「春雨 の」の被枕 詞だった 「ふ る」が枕詞

「春霞」の被枕詞 にな るな どの ように、被枕詞 の交換 によって用法 を拡大 し、表現 を多様化 す るものが

み られ るようにな る。

第五章 「弓」 における枕詞の レ トリック と和歌表現史

本章で は、「弓」を構 成要素 とす る枕詞 の用法の発展 の プロセ ス と新 しい枕詞 の発生基盤 を、被枕詞の

増加 と被 枕詞 の交換 ・共有 とい う視点か ら記述 し、 その変遷 を明 らかに した。

「梓 弓」において、被枕詞 「は る」は上代 か ら見 られたが、院政期 になる と同音で掛 けた 「お して はる

さめ」 とい う被枕詞が使用 され はじめ る。被枕詞 「お して はるさめ」 は院政期 に枕詞 「白真 弓」の被枕

詞 として使用 されは じめ、鎌倉中後期 には、枕詞 「梓 弓」 に同音の 「おす」 とい う新 しい被枕詞が形成

され、被 枕詞の交換 ・共有 による枕詞の用 法の広が りが確 認 された。

また、枕詞でない ものか ら枕詞へ と変化 した過程 を 「弓張 りの」「たっか 弓」等の五音節句 と 「安達 の

真 弓」「信濃の真弓」の七音節句 につ いてみた。 その結果 、縁 語 とい う.レトリックを用 い ることによって

表現が枕 詞へ近接 す ることが明 らか となった。

第六章 「露」における枕詞 の レトリック と和歌表現史

本章 は和歌表現 の史 的展開 の一端 を解 明す るために 「露」 を構成要素 とす る枕詞 の史的展 開を明 らか

に した。上代 か ら 「露」 は枕詞の構成要素 としてみ られ るが、時代 を経 る と被枕詞 にもな り、枕詞 のレ

トリックにおいて も、特 に枕詞 と被枕詞 において意味 的なつ なが りが強 い歌語で あった。

被枕詞 「た ま」 を導 く枕詞 は、枕詞 「朝露の ・白露の ・お く露の」であ る。 「露」 を構成要素 とする枕

詞が被枕詞 「た ま」 を導 き出すの は院政 期か らである。被枕 詞の 「た ま」が掛詞 によって多様化す るの

は鎌倉時代であ り、「たまた ま」や 「たま くら」な どの語が見 られ るようになる。 これは意 味的なつ なが

りで用 い られていた ものが、 それ を超 えて音に よるつ なが りで用 い られ るようになった と考 え られ る。

さらに院政期 になる と 「た ま」 を構成要素 とす る枕詞が、被枕詞 として 「露」 を導 くこ とが明 らか とな

り、新 しい枕詞 の創作 に被枕詞が用い られ る様相が明 らか となった。

第七章 「竹」における枕詞 の レトリック と和歌表現史

本章で は、「竹」を構成要素 とす る枕詞 の用法 と表現の発展 の プロセ スを、被枕詞の増加 と被枕詞 の交

換 ・共有 とい う点か ら記述 し、 その変遷 を明 らかに した。被 枕詞 を交換 ・共有す るこ とに よって、被枕

詞 を増や し、表現 を多様 にす るとい う方法 は、「弓」を構成要素 とす る枕詞 な どの用 法の拡大 と同 じで あ

る。 しか し 「竹」を構成要素 とす る枕詞 は、「弓」の ような上代か ら徐 々に変化 した枕詞 ではな く、 「竹」

の歌語化 によって平安 時代 に新 し く作 り出 された枕詞 である と考 えられ る。 そのた め、他 の枕詞 と異 な

る様相 を示す 「竹」を構成要素 とす る枕詞 について詳 しく検討 した。.

「竹」単独 の表現性 は、上代か ら平 安時代 にかけ、叙景で用 いるものか ら掛詞 を用いた複数 文脈で用 い
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るものへ と変化す る。 この ような 「竹」単独 の表現性 の変化 は 「竹」の歌 語化 とい うことがで きる。 こ

れにあわせて 「竹」を構成要素 とする枕詞の表現性 も変化 し、枕詞 の構成要素 となる 「竹」の歌語化が 「竹」

を構成要素 とす る枕詞 を一斉 に成立 させ る様相 を指摘 した。 また枕詞の用 法の広 が りとい う点 において

も 「竹」 の歌語化 が縁語 を共起 させ、 その縁語 を被枕詞 として用い る様相 が明 らか となった。 また被枕

詞 を交換 ・共有 して被枕詞 を増加 し、表現 を多様 にす る ことが明 らか となった。

終章 和歌表現の史的展開

本研究は、和歌における中心的課題のひとつ といえる和歌表現の史的展開の実態を和歌のレトリック

か らみた表現の相互関連的視点、和歌の歴史的展開を考慮する通時的視点から、語の概念領域(縁 語 ・

掛詞のレトリック)の 史的変遷 と枕詞の史的変遷の考察を通じて明らかにしたものである。

本研究は、このように、相互関連的 ・通時的側面か ら、立体的 ・総合的に、さらには和歌表現につい

て史的に究明がなされている点に特徴 と意義がある。ここに、以下、本研究の到達点をまとめれば、次

のようになる。

まず、巨視的に和歌表現の史的展開をまとめれば、以下のようになる。

① 上代の歌は情景描写、もしくは直接的な心情描写が行われ、情景 と描写はどちらか一方のみ、 も

しくは交互に詠まれ、歌の表現は単線描写 となっている。

② 平安初中期になると複数文脈の形成が行われ、情景 と心情の両面を同時に表現するように変化す

る。それは歌の主想に従ってレトリックを用い、二つ以上の文脈を形成するか らである。

③ 院政鎌倉初期の和歌は平安初中期にみられた複数文脈 を使用 しつつ、新たなフレーズを作 り出す

などして新 しい表現を模索 している時期 と考えられた。

④ 鎌倉中後期なると、それ以前に見 られた複数文脈の表現 と異なる様相がみ られた。和歌の描写は

複数文脈を使用 しつっも情景が中心で、心情を表すことばを詠みこまずに、一首全体に心象風景を

示 して余情 として残す というよみ方になった。

以上は、いずれも、和歌表現の動態を示すものであ り、特に時代 ごとの特徴にうかがえる変化の実態は、

大きくは和歌全体の表現特徴や和歌の本質に関わって くる重要な点であると言える。

また、以上の全体の傾向を踏まえ、さらにそれを要素別に見るならば、以下のようになる。

まず語の概念領域 という観点からみた和歌表現の史的展開をみると以下のようになる。

① 上代では歌語 となる表現の中心語は、概念領域の交差域に位置 しにくい。それは上代の和歌表現

が掛詞 として用い られることが少な く、表現 として情景に用いることが多いからである。

② 平安初中期では交差域に位置することが多い。それは掛詞を用いることにより複数の文脈を形成

するようになるか らである。

③ 院政鎌倉初期ではそれまで見 られなかった語が概念領域に現れ、和歌の新 しい表現を作 り出すよ

うになる。

④ 鎌倉中後期では、《場》の領域に位置する語が多 くなる。《場》域の語は情景を表すものであるた

め、描写自体は情景であるが、一首に余情を残 して心情を表す ようになるといえる。

次に枕詞における和歌表現の史的展開にっいてまとめると以下のようになる。

① 上代では枕詞の用法は数の限られた特定の語を導き、固定的である。 「弓」のような上代か ら縁語

を被枕詞に導 くようなものは少なく、多 くの枕詞が数の限られた特定の被枕詞を導いていた。

② 平安時代になると、枕詞の構成要素 となる語(歌 語)と 、一首にそれに関わるような縁語が共起

しだ し、枕詞 と被枕詞が縁語を含みながら歌に一連の流れを形成するようになる。そのながれは複
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数の文脈 を形成することが多い。また、同じ構成要素を持つ枕詞は、縁語を被枕詞 としたり、被枕

詞を交換 ・共有するなどして被枕詞の種類を増加 し、表現を多様にする。

③ 鎌倉時代になると、被枕詞を増やす際に、同音の掛詞を利用 して新 しい被枕詞を作る傾向が認め

られた。平安時代では枕詞の構成要素 となる語の意味的関連性があるものが被枕詞 となる傾向が

あったが、鎌倉時代になると、意味的関連を超え、音を介 して異義語を導 くようになる。

いずれの要素を見 る場合にも、まずは実態(和 歌のレ トリックの使用実態)を 精確に把握 し、それの究

明のためのしかるべき分析方法を見 きわめ、考察を行ったっもりである。それにより、 これまで明 らか

にされてきたことをさらに発展的に補 う点、従来の研究では視点 ・分析の行き及ぼなかった点等が、上

記の諸点のように明 らか となった。

今後、さらに補充点 ・発展的に追究すべき課題を挙げるとすれば、以下のような点があげられよう。

① 表現の中心 となる歌語や枕詞は本研究で取 り上げた以外にも数多 く存するため、その考察を積み

重ねる必要がある。つまり和歌表現の史的展開を明らかにするためにはさらにレトリックの実態を

把握する必要があると考えられる。

② 本研究は名詞を中心に考察 した。和歌表現の実態を把握するためには、動詞や形容詞などの用言

を中心 とした考察が不可欠であると考える。

この各々について研究を深め、本論で得た知見をさらに発展 ・展開させるならば、本研究は、和歌表

現の史的変遷解明への大きな礎 となるであろう。中でも、用言における和歌表現の史的展開は伴 う課題

も多 く、文法的視点なども必要 とな り、文学的 ・語学的に充実 させた形での調査 ・検討が肝要である。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、上代か ら中世にかけての和歌表現の歴 史を、 と くに歌語及び枕 詞 とい う和歌 の レ トリック

に焦点をあて て明 らか にした ものである。本論文 は、序章及 び結論 に相当す る終章 の他、本論2部7章

か らな る。

序章 においては、本研 究の 目的 と視 点 ・方法 そ して意義 が述べ られ る。 これ までの和歌表現の研究 は

膨大 な数 にのぼるが、和歌の レ トリックの変遷 を通 じて和歌表現 の歴史 を組織 的に描 いた研究 は、 これ

まで十分で あった とはいえない ことを示 し、和歌の レ トリックを中心 においた和歌表現史研究の視点に

ついて論 じて いる。

第一部 は、和歌 にお ける歌語 のイメージを概念領 域 とい う視点、 すなわちその歌語 が表 す意味 と、そ

の歌語 に共起す る語彙の広 が りに よって とらえようとした もので ある。 そ して、 その歴史的 な変遷 をと

らえることで、上代か ら中世 にかけての和歌 の表現 の変化 を とらえよ うとした。歌語 の もつイメージを

主観的 ・直感 的に とらえるのではな く、概念領域 とい う視 点か ら、歌語 とともに用 い られ る語彙がどの

ような意味分野 に広が ってい るかを客観 的に示 しつつ、歌語 の もつ イメージの広 が りとその史的変遷を

とらえ ようとしてい る。第一部 の各章 において は、い くっ かの歌語 に着 目 し、その語 を中心 とした和歌

表現 が どのよ うに変遷す るかをそれ ぞれ描 いて いる。 また、 それ を通 じて、和歌表現 の歴史的変化大 き

な傾 向をつか むご とも試みた。

第一 章では、 「衣」 を表現の中心 とす る和歌表現の変遷 を、 「藤衣」 「夏衣」 「唐衣 」の各語 に着 目 して

明 らかに した。各語の意味的特徴及 び使用 され る文体 的位相 を明 らか に した うえで、概念領 域の視 点を

とお して詩的 イメー ジの変遷 を論 じた。
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第二章で は、歌語 「竹」を表現の中心 とす る和歌表現 の変遷 を明 らかに した。 「竹」の概念領域 を分析

し、 その表現 を解析 した結果、上代 には、歌語 「竹」 は実景 に即 した直接 的な表現で あるが、平安初 中

期 には、「竹」歌 は掛詞が用 い られ ることによ り複数の文脈が生 じ、心情 と叙景 との両方が同時に表現 さ

れ るようにな った とす る。さ らに院政鎌倉初期 には情景描写 のなか に心情 を込 め るよ うな表 現 に変化

し、鎌倉中後 期では心情 を直接的 に表現せず、余情 として示す ようにな るとい う和歌表現 の変遷 を明 ら

かに した。

第三章で は、歌語 「霧」を表現の 中心 とす る和歌表現 の変遷 を明 らか にした。 「霧」の概念領域 を分析

し、 その表現 を解析 した結果、上代 の情景 あ るいは心情の直接 的描写 か ら、平安初中期 に'情景 と心情 の

二面 を同時に表 す表現 に変化 し、新 しい語彙が 「霧」 とともに詠 み こまれ る院政鎌倉初期 を経て、鎌倉

中後期 には情景 を詠 みなが ら一首全体 を心象化 し、歌の余情 を生 み出す表現へ変化 す るととらえた。

そ して、以上の分析 を通 じて、和歌表現 の史的変遷の大 きな傾 向 として、次の ような点を明 らか に し

た(終 章)。 す なわち、上代の歌は情景描写 または直接的な心清描写 がお こなわれ る。平安初 中期 になる

と、掛詞 を巧 みに用 いて一首のなかに複数 の文脈 を形成 し、情景 と心情 の両面 を同時 に表現 す るよ うに

なる。 そ して、新 たな語彙 を用 い るな ど新 しい表現 を模索す る院政鎌倉初期 を介 し、鎌倉 中後期 には、

複数文脈 をな しっっ も情景 を中心 に描 き、心情 は余情 として示す とい う詠 み方 になった。

第二部 は、枕詞の変遷 を通 じて和歌表現 の史 的変遷 について検討 している。枕詞は一般 的には固定的

であ り、平安 時代以降、衰退 ・形骸化 す るとされて きた。 しか し実際 には、枕詞は和歌 のレ トリック と

して よ く機能 し、 その用法 を変化 ・拡大 させて い くこ とを見 いだ した。 そ して この変遷 の詳細 を とらえ

るため に、枕詞 のかか る先、すなわち被枕詞 に着 目した分析 をお こなった。第二部 の各章 において は、

枕詞の中心 とな る語 をい くっか と りあげ、枕詞が和歌中で どの ような機能 をはた し、 また どのように変

遷す るかをそれぞれ描 いてい る。

第四章では、 「春」 と 「霞」を構成要素 とす る旬が枕詞 へ変化 す る様相 を明 らかに した。 これ らの旬が

枕詞 にな るのは平安時代で、それ は 「霞」と被枕詞 にな る語 との意 味的なつ なが りが平安時代 に強 くなっ

たためだ と考 え る。 また、院政 期 ・鎌倉時代 になる と被枕詞 が増加 するだ けでな く、枕詞 「春雨 の」の

被枕詞 であった 「ふ る」が枕詞 「春霞」の被枕詞 にな るな どの ように、被枕詞 の共有 あ るいは交換 によっ

て用法 を拡大 し、表現 を多様化 させ るこ とを明 らか にした。

第五章で は、 「弓」を構成要素 とす る枕詞の用 法の展 開過程 につ いて論 じた。枕詞 「梓 弓」は、上代 か

ら被枕詞 「は る」 を もっが、平安初 中期 には、同音で掛 けた 「お して はるさめ」 とい う被枕詞が使用 さ

れ る。 この被枕詞 「お して はるさめ」は、院政期 に枕 詞 「白真 弓」の被枕詞 として使用 され る。つ ま り、

被枕詞 が共有 され る ことによって枕詞 の用法が拡大 してい くことを明 らか にした。

第六 章では、「露」を構成要素 とす る枕詞 の史 的展開 を明 らか にした。上代か ら 「露」は枕詞の構成要

素 としてみ られ るが、時代 を経 ると、枕詞 と被枕詞 との意 味的なつ なが りの強 さによって、被枕 詞 とし

て も用 い られ るよ うにな ることを示 し、新 しい枕詞 を生 み出すた めに被枕詞 が用 い られ る様相 を明 らか

にした。

第七章 では、 「竹」 を構成要素 とす る枕詞の用 法の展開過程 につ いて論 じた。 「竹」 を構成 要素 とする

枕詞 は、「竹」の歌語化 に よって平安時代 に新 し く作 り出された枕 詞であ るとす る。そ して、この歌語化

によって縁語 と共起す るこ とにな り、 さ らに、縁語 を被枕詞 として用い ることで、枕詞 としての表現性

を拡大 してい ることを明 らかに した。

そ して、以上の分析 を通 じて、枕詞の変遷の大 きな傾 向 として、次 の ような点 を明 らかに している(終

章)。 すなわち、上代 では枕詞の用 法 は限 られた特定の語 を導 く固定 的な ものであ ったが、平安 時代 にな
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ると、枕詞 と被枕詞が縁語 を含 みなが ら歌意 を形成す るようにな る。 また、同 じ構成要素 をもつ枕詞 は、

被枕詞 を交換 ・共有す るな どして被枕詞 の種類 を増加 させ、表現 を多様 にす るよ うになった。鎌倉 時代

にな ると、 同音 の掛詞 を利用 して意味的関連 を超 えて新 しい被枕詞 を作 る傾 向が認 め られ る とい うこと

が明 らかになった。

最後 に、終章 においては、 ここまで述べ来た った ことをま とめ、今後 この ような方 向の研 究が ます ま

す進め られ るべ き ことを述 べ、論 を閉 じる。

本論 が このよ うな問題 意識を もち研究 を進 めたのは、次 の ような ことを背景 もっ。 すなわ ち、それは

文学的研究 と言語学的研 究の乖離 とい う問題で ある。 これは、 ある意味、個別 の研究分野の深化 に とも

な うことで 当然で はあ る。 しか し、元来文学研 究は、文法論 ・意味分析 といった言語学的分 析を背景 に

もつ ものであった し、言語研究 もその資料 は多 く文芸 的な言語作品 を対象 としてきた のであ って、両者

は協 同すぺ き研究分野であ る といえ る。 しか し、 この ことは個別研究の深化 とともに研究理念の背景 に

退か され、個々個別の分野 ご とに研究 を進 める傾向が顕著 な もの となっていた。 しか しなが ら、少な く

とも言語研究 の側か らは、文芸作 品を文芸作品 として分析 す ることので きる方法論が見 いだ され るよう

になって きてい る。本論文は、その ような流れ のなかで、文芸作品 を言語学的な視点 を通 じて、文 芸作

品 として分析 しようとす る試みであ り、その点は高 く評価 され るべ きもので ある。 そ して、その試 みは、

今後 に期待 すべ き部分がないではないが、か な りの程度において成功 してい るといってよい。

以上の ように、本論文は、今後 の和歌表現研 究の進 むべ き方 向性の一端を示 した もので あ り、和歌表

現史研究 につ いてはもちろんの こと、言語研究、 とくに 日本語史研究 にお けるレ トリック史研 究、 さら

には和歌文学研究 の展開 に寄与 す るもの とい うこ とがで きる。

よって、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有 す るもの と認 め ら

れ る。
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